
平成３０年度総社市市民提案型事業

総社トレイルランin高滝山大会開催
（副名称：頑張れ総社・真備 復興トレイルラン）

令和元年 ６月１８日（火）

総社トレイルラン実行委員会発表者

事業報告
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１．総社市下倉・水内地域でのトレイルラン大会の初開催

２．総社昭和地区（過疎化進行）の活性化に寄与

３．山中の古道整備復活・高滝山登山道保全活動に協力

市民提案型事業補助金交付使途

コース整備関係（看板・表示板等）

大会運営関係（消耗品・備品類充実、円滑運営）

総事業費 2,672,937円（内補助金 500,000円）
（注：実績ベース）

総社トレイルランin高滝山大会開催
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事業収支



①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

バイパス

維新小学校

Ⓓ

松尾ルート

ショートカット

⑧

Ⓐ

Ⓑ

坂田ルート

まえだみち
Ⓒ

★

★ 槻駐車場
① 高滝山
② 登嶺隆巒神社
③ 境ヶ乢
④ 羽無憩の館
⑤ 吉祥寺
⑥ 金毘羅宮
⑦ 弁当乢
⑧ 展望所

Ⓐ 広間（ぽつんと一軒家）
（広間仙人居住宅）

Ⓑ 薬師院
Ⓒ 巨大かごの木
Ⓓ 古代山城跡（要害城）

眺望絶景ポイント
Ⓔ 古代山城跡（三本松城）
★ ピザ窯（槻駐車場）

Ⓔ 大会コース
：ロング（３５ｋｍ）
：ミドル （２０ｋｍ）
：ロング・ミドル共用



平成３０年１２月２日（日）
参加申込者数 ：３６５名 競技参加者：３２６名
動員ボランティア数： ７４名 実行委員会： １３名 ギャラリー：多数
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申込者数の推移

正木山大会

高滝山大会

ロング出場選手は雲海で感動！

正木山から高滝山への移行は順調

駐車スペース

ロング 午前７時スタート



総社市以外からの参加者と正木山からのリピート

※リピーターは参加者統計を残している
２０１４年正木山大会以降よりのもの



高滝山大会開催までには

2017年6月

構想説明

地元説明会

コース開拓・整備
高滝山紹介練習会

コース整備・安全対策
コースマーカー取付 コース表示取付 大会前試走会

高滝山大会

コース掲示板設置

高滝山深耕練習会

2017年9月

2017年9月～2018年11月
2018年4月

2018年10月

2018年11月

2018年10月～11月

2018年12月2日

2019年3月～

2018年2月
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トレイルラン、という競技を昭和地区で開催さ
れることになってスタッフは全員初めて知りま
した。山の中を走る、それも１つ２つではなく３
つ４つの山を駆け登って、駆け下りて…というすごい
競技です。山道は整備されていない方が良いのだそ
うです。実際見てみると、競技者はICタグを着け、スタ
ートとゴールで計測し、デジタルでタイムを測る、ハイ
テクな競技でした。ウエアもカラフルで楽しそう。
愛プロジェクトはなっちゃん食堂のリハーサル、と言っ
てなっ茶ん家でうどんとおでんと農産物の販売をしま

した。婦人会は競技者にしし汁を振る舞うというこ
とで大忙し。昭和暮らしもコーヒーの販売をさせて
いただきました。帰ってきたランナー達はすっごいきつ
いコースだった。でも良いコースだ！と口々に言っていまし

た。広島県庄原市の口和地区の方々が昭和地区を
視察に来られていました。なっちゃん家でうどんを食べてト
レイルランを見学して帰られました。
（スタッフ渋谷）

昭和暮らしプロジェクト（渋谷さん）のｗｅｂ

高滝山トレイルランに関するブログより

showagurashi.net/高滝山トレイルラン/



地域の理解とボランティアに支えられて

早朝からの受付

地域の皆さんの応援

地域の方の特産品販売

ボランティアの活躍

テーピングサービス

猪汁サービス
水内婦人会



高滝山への関心を継続させ、ファンをつくる

Ｆａｃｅｂｏｏｋでの情報発信

定期的な練習会開催とお世話

ピザ窯を活用し、練習会でピザ焼

提供

登嶺隆巒神社建立

新たな魅力を作る、開拓する、紹介する

要害城跡からの眺望

豪雨再支援金に協力
（大会・練習会 計３回）



１．高滝山での初大会にも関わらず募集定員の３５０名をクリア

＊正木山大会より培っている総社トレイルランの温かさ

＊Ｆａｃｅｂｏｏｋ等を利用した即時性のある広報活動

２．地域と協調しながら大会を開催することができた

＊水内婦人会・高滝山を愛する会の全面的な協力

＊地域づくり協議会（維新小・昭和小）の応援・企業の協賛

＊猪狩猟期の時期を外した大会

３．平成３０年７月豪雨災害に対し、復興応援

＊災害支援金募金（大会時、練習会２回）

＊被災企業・商店より商品の購入

４．その他

＊登山者、トレイルラン練習者の増加

＊オフロードバイクの侵入（登山道の荒廃）

＊大会開催時の駐車場確保

高滝山大会開催の成果と課題


